
登別山岳会・白峰会　親善登山交流会（礼文島、利尻山）記録

山行日 Ｈ３０年７月１７日（火）～２０日（金）

山域 礼文島トレッキング、利尻山（１，７２１ｍ）登山

参加者計 登別山岳会：　１９名 リーダ澤田事務局長

２９人 白峰会：　　　　１０名 －：－　佐藤会長

天候 １７日：晴れ，１８日：晴れ，１９日：曇り，２０日：曇り

日程 １７日（火）　幌別　３：００、稚内フェリー出迎え１２：３０　礼文宿泊「はな心」１７：００

１８日（水）　 礼文島トレッキング後利尻島へ　利尻島宿「雪国」１７：３０

１９日（木） 利尻山登山　　宿泊「雪国」

２0日（金）　鴛泊港発　８：３０、　幌別着２０：００

［７月１７日火曜日］・・白峰会の皆さんようこそ北海道へ
（１２：３０） 飛行機が少し遅れたが、白峰会の皆さん元気に稚内フェリー乗り場に到着。佐藤会長はじめ顔なじみ
の人も多く再会を喜ぶ。今日の稚内は晴れて爽やかな気候で涼しい位、宮城白石は３０°を超える暑さで「さすが北
海道だ、明日からの礼文、利尻の登山が楽しみです」。フェリーも揺れず、利尻富士を見ながらの快適な船旅。
（１７：００） 礼文島港からすぐの、本日の宿泊「はな心」に到着。夕食時、会長挨拶後、自己紹介等で楽しく懇談す
るが、明日からの山歩、登山に備え早めに切り上げる。

横断幕と登別の看板娘で熱烈歓迎

礼文の宿「はな心」
交流懇親会 両会長挨拶

白峰会の皆さん ようこそ最北の地稚内

交流懇親会 自己紹介 深堀さん



（７月１８日）
時刻場所・状況・行動

宿「はな心」出発

香深井礼文林道ｺｰｽ入口
８時間ｺｰｽ　宇遠内分岐
礼文滝ｺｰｽ　中間ポコ
ﾚﾌﾞﾝｳｽﾕｷｿｳ群生地
桃岩展望台　昼食
元地灯台
北のカナリアパーク
香深フェリーターミナル
利尻島鴛泊ﾌｪﾘｰ港
宿「雪国」

時間・距離 ７時間３０分　≒１５Ｋｍ

6:45

6:30

7:10
8:50
10:00
11:30
13:00
14:10
14:40
17:10
17:30

群生地で花を見て休憩後桃岩展望台に向けて出発。花畑の中、利尻山を見ながら歩く、気持ちの良いロケーション。
林道から桃岩登山口に出る。そこから見ると本当に「桃」。ひと登りで展望台。花と青い海を見ながら昼食をとり、元地
灯台を経て知床、北のカナリアパーク迄歩く。礼文島の約半分１５Ｋｍ７－３０分、トレッキングはここまで。、青空の下
最高でした。フェリー迄宿のバスで送って貰い、１６時：２５に乗船、利尻島鴛泊港１７：１０着、宿「雪国」の出迎えを受け

［７月１８日（水）・・・礼文島トレッキング
朝、起きてまず空を見る。予想通り晴れて

向いの利尻山がクッキリと見える。林道コー

スまで宿のバスで行き、そこからトレッキング

開始。初めは樹林帯を、次は低い笹の車道

路をポツンポツン咲く花を見ながら進むと、

分岐に出る。そのまま行くとスコトン岬までの

８時間コース。今回は南に下がる桃岩展望

コースに向かう。１時間程で礼文滝の分岐、

そこから滝を目指すが、２回の沢を渡るアッ

プダウンの道で時間が足りない事から途中

の１５０ｍの台地で引き返した。滝は見えな

かったが花が綺麗で眺めも良かった。更に

林道を南下するとウスユキソウ群生地の看

板と立派なバイオトイレが有る。ウスユキソ

ウは小さいせいかあまり見えない。

足元は花、遠くは利尻

桃岩展望台で全員写真 高山植物、青い海 眺望良し

花の丘を知床に向かう美女

高山植物を守るロープが有ります 群生地看板で白峰会の皆さん

朝の宿から見た利尻岳 晴れそう 沢、ロープ、起伏有りのコース 滝途中の台地、青空下Ｔシャツ映え



時刻場所・状況・行動
宿「雪国」出発
利尻北麓野営場　登山口
甘露泉
４合目　野鳥の森
６．５合目　トイレブース
７合目　胸突き八丁
８合目　長官山
利尻岳避難山小屋
分岐　沓形コース

11:15～ 利尻山　頂上　昼食　
下山開始
北麓野営場　登山口
宿「雪国」

時間 登り：６ー３０　下り：４ー２０
標高差　距離１５１０ｍ　　≒１２Ｋｍ／往復

（記）　西田　

4:15
4:45
5:05

6:30

11:55

5:42

17:00

7:35
8:53
9:07
10:43

16:15

［７月１９日（木）・・・利尻山登山
４時が日の出、きれいな朝焼だ。このまま天気が続く様祈る。バスで登山

口まで送って貰い、登山口で体操後ご各班に分かれ登山開始。ツアーの客

も含め５０～６０人位か？さすが百名山。天気は曇り空で登るのには丁度良

い。４～６合目までは緩やかな樹林帯を登り、途中トイレブースを使用し、７

合目胸突き八丁、ここから視界が開けるが急登の始まりだ。立派な合目標

識が有り励目になる。８合目の長官山からは晴れるとぐるりと周囲が見渡せ

るが残念ながらガスが掛かって視界が悪い。少し行くと避難小屋。立派な小

屋だ、天候急変の時は心強いここから上の道は赤い火山礫となり歩きづら

い。又片側が崩れそうな所など有り強風やガスで見えない時などは非常に

危険だ。ただ１０年前より環境省や地元の人が石組や木柵、布団籠などで整

備・補修をし、登山者が歩き易い様にしてくれている。感謝、感謝。頂上には

神社が有り無事の到着も感謝。残念ながらガスにより大展望は叶わなかっ

たが充実した登山でした。

北麓野営場 登山口 ７合目 胸突き８丁

利尻山 山頂 皆さん満足の笑顔で

整備された登山道と危険個所

［７月２０日（金）・・・白峰会の皆さん御苦労さまでした。
昨日の疲れが少し残る中、登別山岳会８：３０礼文島を離れ
る。お見送りありがとうございました。白峰会の皆さん島観光後
お帰りとの事。礼文、利尻とも満足して頂いたでしょうか。３日
間楽しく交流出来ました。良い思い出ありがとうございました。

無事下山 バンザーイ


